
























































































能性があることである.2011 年 12 月から

































 対象は，全 3 回の調査のうち，調査開
始時の 2011 年度（Time1;2011 年 12 月）









































































































Time1 から Time3 までの 3 時点での推移
では統計的には有意ではなかった．Time2
で下がったものが Time3 で上がったとい
う変化が見られたのはコミュニティのサ
ポート体制が変化に影響していたことが
考えられる． 
研究３では，発災後から3年間に至る
までの長期間においてどのような心理的
変化が起こっていたかを外傷後成長の視
点もふまえながら検討した．住み慣れた
ところからの移転や、新しい学校への適
応ということで，本研究の生徒は災害だ
けでないストレスを受けているが,〈悲
しい時・つらい時の乗り越え方〉、〈困っ
た時の解決の仕方〉、〈悩みごとの対処〉
を語る中で，自分の捉え方を変えたり，
対処方法を変えたりしながら大変な状況
を乗り越えようとしているのがわかっ
た．また，避難生活の中でも《役に立ち
たい気持ち》の中で〈ボランティア活動
への取り組み〉を述べており，積極的に
人の役にたとうとしているポジティブさ
も見られた． 
 
５．結論 
 量的研究においては，被災地の生徒と, 
被災地外生徒の比較で，差がみられなか 
った．このことに起因する事由としては， 
本研究の被災地の生徒は，行政ごと避難し 
ており，新しい土地において恐れや不安，悲 
しみなどの情動を自分だけでなく町の人々 
と共に感じる機会が与られたことが精神的 
な回復力を支え，メンタルヘルスの維持に 
つながった可能性がある． 
 また，震災後に支えになるのは家族だけ 
でなく，特に思春期にある中学生にとって 
は友達の存在も重要であり，本研究でも環 
境認知の良さは心身の葛藤を軽減するとい 
う観点から支援認知を家庭内支援認知と家 
庭外支援認知の両面が測れる尺度を用いて 
分析を行った．支援認知については，震災９ 
か月後に被災地外生徒が家庭内・家庭外の 
両方の支援認知に有意差が示されたのに対 
し，被災地の生徒は家庭外支援認知にのみ 
有意差が示された．これらが生じた原因と 
しては，被災という状況の中で親自身も余 
裕がなく，それ以上の支援を引き出すこと 
が困難であったため，家庭外からリソース 
を補ってもらうことで被災地外生徒とほぼ 
同じ水準まで維持できていたことが考えら 
れる．時間を経た震災後１年 3ヶ月以降は， 
被災地の生徒が被災地外生徒よりも高い得 
点をとっていることは縦断研究（研究２） 
にも示されているが，親自身が余裕を取り 
戻すことによって生徒自身の支援認知が高 
まったことが考えられる． 
 質的研究においては，3年間の経緯を追 
いながら，被害の状況も含めてどのよう 
な心理的変化が起こっていたかを検討し 
た．本研究の生徒（被災地生徒）は，住み 
慣れたところからの移転や，新しい学校 
への適応ということで災害だけではない 
ストレスも受けているが，震災というネ 
ガティブな経験の中，つらさや悲しさだ 
けでなく，ポジティブな変化を伴いなが 
ら未来に向かって立ち直ろうとする姿も 
彼らの語りの中に示された． 
